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北見地方の日照率は全国一であり、降雨量は道内で最も少ない快適なところである。

2,549

状に発達している。特にオホーツク圏の空の玄関女満別空港には、15分以内の至近にあり、ジェ

ット化に伴い札幌市へは１時間、東京へは２時間で移動が可能である。また、JR石北本線美幌駅

町と根室方面を結ぶ国道243号線、知床国立公園を結ぶ国道334号線を幹線に道々､町道が網の目

津 別 町 716.60

を有している。

合 計

美 幌 ・ 津 別 広 域 事 務 組 合 の 概 要

区 分

町 別

面 積

（㎢）

世 帯 数

(世帯）

438.36

　交通網は､阿寒国立公園、釧路市に至る国道240号線、旭川市と網走市を結ぶ国道39号線、美幌

12,286

21,332

地と美林に四囲された農・林業を基盤とする行政体である。特に山地は、阿寒、屈斜路両カルデ

　本圏域は、北海道オホーツク管内の東南部に位置し、オホーツク海に注ぐ一級河川、網走川の

上流に所在する美幌町・津別町を構成行政体として、昭和46年10月11日に消防事務組合を設立。

また、平成３年４月１日衛生事業組合と統合し、広域事務組合と名称変更したものである。

　地形は、網走川を基幹に扇状に広がる河川と、これによって刻まれた流域に沿って豊かな農耕

の名を知られている。

5,494

(人)

26,826

人 口

　気象は、内陸気候帯に属しており、オホーツク海に比較的近いため、海洋気象の影響もあるが、

ラ湖の外輪山脈に接し、景観にも優れ、屈斜路湖をパノラマ状に眺望できる美幌峠は、全国にそ

美 幌 町

1,154.96

備　　　　　　　考

世帯数・人口数は平成24年12月31日現在

　　　　　　　　　　（住民基本台帳）

9,737

美幌美幌美幌美幌・・・・津別広域事務組合津別広域事務組合津別広域事務組合津別広域事務組合





消  防  の  沿  革 

年 ポンプ車の変遷 美   幌   町 津   別   町 

大 ２ 

腕 用 ポ ン プ 

消 火 器 具 

時 代 

私設消防組誕生（７.２９）  

  ３ 
公認許可（６.１０） 

公設消防組発足（８.１） 

 

  ４ 美幌村設置（４.１） 火防組合設立 

  ５ 蒸気ポンプ（馬引）購入 私設消防組誕生 

  ８ 蒸気ポンプ（馬引）購入 美幌村より分村、津別村設置（４.１） 

  ９  公設津別消防組に改組（６.１５） 

 １２ 

ガ ソ リ ン 

蒸 気 ポ ン プ 

時 代 

ガソリンポンプ（馬引）２台購入  

 １５  私設本岐消防組誕生（１０.９） 

昭 ２  公設本岐消防組 

  ３ ガソリンポンプ（馬引）購入 私設活汲消防組誕生（４.５） 

  ５  公設相生消防組 

  ８ 
ポンプ自動車購入（４月） 

（常備運転員配置１名） 

津別消防組に金馬簾下賜 

消防番屋新設124.6㎡ 

 １１ 
ポンプ自動車購入（７月） 

（常備運転員配置１名） 

 

 １２ 

ポ ン プ 自 動 車 

時 代 

北海道長官より金馬簾授与（５.８） Ｖ８フォード普通ポンプ自動車購入 

公設活汲消防組 

 １４ 美幌警防団に改組（４.１） 各消防組を統合し警防団に改組（４.１） 

 １７ 
ポンプ自動車購入（常備運転員配置） 

警防団本部庁舎完成（西１北２）（９月） 

 

 １８ 
常備部設置（１２.１） 

常備部長以下１３名 

女子警防団組織誕生 

 ２０ ポンプ自動車購入（８.２０）（Ｓ１７年製）  

 ２１  町制施行（９.１０） 

 ２２ 美幌町消防団に改組（５.１） 消防団に改組 

 ２３ 
消防組織法の施行 昭和２３年３月７日 「自治体消防発足」 

町制施行（４.１）  

 ２４ 
消防本部・署設置（７.５） 

消防法に基づく業務開始（７.９） 

消防本部設置（９.２９） 

水槽付ポンプ自動車購入 

 ２５ 

ポ ン プ 自 動 車 

タ ン ク 自 動 車 

時 代 

水槽付ポンプ自動車購入（９月）  

 ２７ 
北見地方支部連合演習（７.８） 

水槽付ポンプ自動車購入（９月） 

タンク車購入 

 ２８ 

 

日消より竿頭綬受賞（２.６） 

消防庁舎竣工移転（西１北４）（１２.１） 

小型動力ポンプ購入 

 ３０ 
日消より竿頭綬受賞（２.１１） 

新町分遣所庁舎新築完成（９.３０） 

双葉監視所設置 

消防無線機設置 

 ３１ 
ポンプ自動車購入（７.１６）  

 ３２ 
北見地方支部消防連合演習挙行（９.６） タンク車購入 

消防庁舎新築 



年 ポンプ車の変遷 美   幌   町 津   別   町 

３３ 

ポ ン プ 自 動 車 

タ ン ク 自 動 車 

時 代 

ＢＦＣより表彰旗受賞（国消）（４.２６） 小型動力ポンプ購入 

３５ 広報宣伝車購入（８月）  

３６ 網走信用金庫よりポンプ自動車寄贈 

（９.１６） 

 

３８ 日消より表彰旗（２．６） 

ポンプ自動車購入（１０.２６） 

小型動力ポンプ購入 

３９ 消防本部・署設置政令指定（２.１）  

４０ 北見地方支部消防連合挙行（７.１１）（美幌町） 

美幌地区危険物安全協会発令式開催（美幌町・津別町・女満別町）（１１.２９） 

 ４１ 広報宣伝車購入（１０.１１） 

消防無線機設置 

ポンプ自動車購入 

日消より竿頭綬受賞 

 ４２ 
 超短波無線機設置 

北海道知事より竿頭綬受賞 

 ４３ 水槽付ポンプ自動車購入（１０．３） 北見信用金庫より準化学車寄贈 

 ４４ 

損保協会よりポンプ自動車寄贈（６.３） 

全道消防署長会議開催（８.２２） 

広報車購入 

小型無線機購入 

北海道知事より表彰旗受章 

小型ポンプ自動車購入 

 ４５ 水槽付ポンプ自動車購入（９.１） 損保協会よりポンプ自動車寄贈 

 ４６ 

三共後藤建設㈱より救急車寄贈（３.３０） 

救急業務開始（５.２０） 

自治省令により救急業務政令指定（６.１） 

救急業務開始（任意） 

林野火災工作車購入（ウニモグ） 

超短波無線購入 

小型動力ポンプ購入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年 月 消  防  本  部 美 幌 町（署・団） 津 別 町（署・団） 

昭４６ 

 

組合消防の沿革 

美幌・津別消防事務組合（１０月１１日知事の認可）１２月１日発足 

構成町：美幌町・津別町 

１０ 

組合議員構成 

美幌町５名・津別町５名 

職員１名 

美幌・津別消防事務組合 

美幌消防署・美幌消防団となる 

職員３０名・団員８２名 

美幌・津別消防事務組合 

津別消防署・津別消防団となる 

職員１２名・団員１７４名 

１２ 業務開始（１２月１日） 業務開始（１２月１日） 業務開始（１２月１日） 

 ４７ 

 ４ 

北見地区消防組合留辺蘂町・網走

地区消防組合・釧路西部消防組合

（阿寒町）との消防相互応援協定

施行 

  

 ４ 

職員２名（１名増員） 職員３１名（２名採用） 

北見分会連合消防演習挙行（７.２） 

政令指定を受けて津別消防署発足 

定員２５名（４．１） 

救急業務政令指定 

１０ 
 ポンプ自動車更新（消防団） 

（１０.１０） 

津別消防庁舎落成995.561㎡ 

 ４８ 

 ３ 

  津別消防署位置の改正 

「津別町字幸町４１番地」を 

「津別町字新町１番地」に 

 ４ 職員３名（１名増員） 職員３２名（２名採用） 職員１６名（３名採用） 

 ８  美幌ライオンズクラブより  

司令車寄贈（８．３０） 

 

 ４９ 

 ４  職員３４名（２名採用） 職員１８名（２名採用） 

 ９ 

 

消防本部設置位置の改正 

「美幌町字西１条北４丁目１番

地」を「美幌町字栄町１丁目４番

地」に（９．２０） 

水槽付消防ポンプ自動車Ⅱ型購入

（消防団）（９．５） 

美幌消防署設置位置の改正 

「美幌町字西１条北４丁目１番地」

を「美幌町字栄町１丁目４番地」に

（９．２０） 

 

１０ 消防本部・美幌消防署庁舎落成1,591.396㎡ 落成式（１０．１５）  

１１ 
  水槽付消防自動車購入 ２台 

（消防署・消防団） 

 ５０ 

３ 
  国安木材よりタンク車寄贈 

（消防団） 

 ４ 

消防本部組織改正（４．１） 

２課制実施（庶務課・消防課） 

職員５名 

釧路西部消防組合と消防相互

応援協定締結（４．１） 

消防署組織改正（４．１） 

次長制実施 

職員３４名（２名採用） 

消防署組織改正 

職員２０名（３名採用） 

９ 
 美幌・津別・女満別三町連合消

防演習挙行（９．１４） 

 

 ５１  ２ 
 網走信用金庫より司令車寄贈（消防署）

（２．３） 

 



年 月 消  防  本  部 美 幌 町（署・団） 津 別 町（署・団） 

昭５１ 

 ４ 
 職員３５名（２名採用） 次長制実施 

職員２２名（３名採用） 

１０ 

 消防ポンプ自動車購入（消防団） 

（１０．２０） 

損保協会より救急車贈与（消防署）

（１０．２９） 

本岐分遣所開設 

１２   佐藤林業より指令車寄贈（消防署） 

５２ 
 ４ 職員６名（１名増員） 職員３６名（２名採用） 職員２４名（３名採用） 

１０   美幌・津別・女満別三町連合演習実施 

 ５３ 

 ４  職員３８名（３名採用） 活汲（第2分団）詰所業務開始 

 ６   北見地方分会連合演習実施 

 ７ 
 

 

 
小型動力ポンプ購入（消防団） 

 ９ 
 美幌・津別・女満別三町連合演習実施

（９．２３） 

 

１０ 
 消防ポンプ自動車購入（消防団）   

（１０．２３） 

水槽付消防ポンプ自動車購入（消防署） 

１１  小型動力ポンプ購入（消防団）（１１．９）  

 ５４ 
 ４ 

職員７名（１名増員） 職員３９名（３名採用） 消防団定数改正 

「１７４名」を「１５０名」に 

 ６  北見地方分会連合消防演習実施（６．２４）  

 ５５ 

 ４ 

 職員４１名（２名採用） 

釧路北部消防事務組合と救急業務相

互応援協定締結（４．１） 

職員２５名（１名採用） 

 ９ 

 小型動力ポンプ付水槽車購入（消防署）

（９.１８） 

美幌町婦人防火クラブ設立（９．２０） 

津別町少年消防クラブ設立 

美幌・津別・女満別三町連合演習実施 

 ５６ 

 １   消防バス購入 

 ４  職員４２名（４名採用） 職員２４名（１名採用） 

 ７ 

 北海生コンクリート工業㈱より広報

指導車寄贈（消防署）（７．４） 

北海道消防操法訓練大会出場  

（消防団）ポンプ車の部（７．２９） 

 

１０ 
 美幌・津別・女満別三町連合演習実施

（１０．１１） 

 

 ５７ 

 ２ 
 ㈱漆原タイヤ商会より救急車（２Ｂ

型）寄贈（消防署）（２．１６） 

 

 ４  職員４３名（２名採用）  

８   職員２４名（２名採用） 

１０ 
 小型動力ポンプ積載車購入（消防署） 

（１０．１５） 

 

５８ 

 ４  職員４４名（３名採用）  

 ７ 
  北海道消防操法訓練大会出場

（消防団）小型動力ポンプの部 

 ８   消防ポンプ自動車購入（消防団） 



年 月 消  防  本  部 美 幌 町（署・団） 津 別 町（署・団） 

昭５８ １１ 
 水槽付消防ポンプ自動車Ⅱ型購入

（消防署）（１１．１１） 

 

５９ 

 ４ 

 職員４５名（２名採用） 

岡本団長網走地方支部北見分会長に

就任(４．１７) 

岡本団長網走地方支部副会長に就任

（４．２７） 

 

 ５ 
 中川寿清氏より広報車寄贈（消防署）

（５．４） 

指令車購入（消防署） 

 ６   北見地方分会連合消防演習実施 

６０ 

 ４  職員４６名（４名採用）  

 ６ 

危険物安全協会創立２０周年

式典 

危険物安全協会より単車贈与（６．１０） 

北見地方分会連合消防演習実施 

（６．３０） 

危険物安全協会より単車贈与 

 ８   消防ポンプ自動車購入（消防団） 

１２  消防署第2車庫落成（１２．１６）  

 ６１ 

 ４  職員４７名（１名採用）  

１０ 

 日本損害保険協会より水槽付消防ポ

ンプ自動車Ⅰ―Ａ型寄贈（１０．１） 

梯子付消防ポンプ自動車（14ｍ級）

購入（１０．１５） 

 

６２  ３ 
  日本損害保険協会より救急車２

Ｂ型寄贈 

６２ 

 ４ 
 美幌町開基１００年仮装防火パ

レード実施（４．１９） 

 

 ７ 
 網走支庁管内水防工法訓練実施 

（７．３０） 

 

昭６３  ８ 

池北三町行政事務組合・釧路北部

消防事務組合と消防相互応援協

定締結（８．１） 

  

平 元 
 １ 

昭和から平成に元号改正（１月７日） 

 ５   職員３名津別町へ出向 

  ２ 

 ３ 
 美幌防火協会創立４０周年式典 

（３．１１） 

第３次津別町総合計画策定（津

別町消防計画）津別町議会議決 

８ 
 救急車（２Ｂ型）購入（消防署） 

（８．９） 

 

９ 
 婦人防火クラブ創立 10 周年記式典

（９．１８） 

有線遠隔サイレン吹鳴装置完工 

１０ 
  消防団定数改正 

「１５０名」を「１３０名」に 

１２   消防ポンプ自動車購入（消防団） 

 ３ 

 ２ 
北海道広域消防相互応援協定

締結（２月１３日） 

  

 ３ 
全ての消防相互応援協定を廃

止（３月３１日） 

  



年 月 消  防  本  部 美 幌 町（署・団） 津 別 町（署・団） 

平３ 

美幌・津別広域事務組合に名称変更（４月１日） 

 ４ 

組合議員構成 

美幌町６名・津別町６名 

北海道広域消防相互応援協定

施行（４月１日） 

  

１０ 
 機構改革 次長廃止（１０．７） 

２課制とする（警防課・管理課） 

 

１１ 
 宮崎義治氏より放送設備一式寄贈

（１１．２５） 

 

  ４ 

 ６   北見分会連合演習実施 

 ７  救助資機材（ルーカス）購入（７．２７）  

 ９   広報車購入 

  ５ 

 ３  消防緊急通信指令施設導入（３．９）  

 ６  北見分会連合演習実施（６．２７）  

 ７   女性消防団員採用６名 

 ８   機構改革３係制とする 

 ９ 
 美幌ライオンズクラブより司令車

寄贈（９．２５） 
 

１１ 

 自治体消防４５周年記念大会「びほ

ろスターダストカーニバル」の特別

出演（東京ドーム）（１１．１８） 

美幌防火協会よりＣＰＲ訓練用資機

材一式寄贈（１１．２７） 

 

６ 

４ 
 消防団定数改正（４．１） 

「８２名」を「９２名」に 
 

６  女性消防団員採用１０名（６．１６）  

 ７ 

応急手当指導員認定書交付（７．１） 

美幌消防署 １０名 

津別消防署  ６名 

北海道広域消防相互応援協定の

改正締結（７月２５日） 

  

 ８ 
北海道広域消防相互応援協定

の改正施行（８月１日） 

 女性消防団員採用１名 

  ７ 

 ２ 
 消防ポンプ自動車ＣＤ－１型購入

（消防団）（２．２８） 

 

 ３ 
 北海生コンクリート工業㈱より広

報車寄贈（３．２７） 

日本損害保険協会より水槽付ポ

ンプ自動車寄贈（消防団） 

 ４ 

緊急消防援助隊編成 

火災啓蒙用ビデオプロジェク

ター一式購入 

  

 ５   女性消防団員採用３名 

 ６ 
危険物安全協会創立３０周年

式典（６．２） 

危険物安全協会よりＣＰＲ実習用

資機材一式寄贈（６．２） 

危険物安全協会よりＣＰＲ実習

用資機材一式寄贈 



年 月 消  防  本  部 美 幌 町（署・団） 津 別 町（署・団） 

 

 

平７ 

 

 

７ 
 小型動力ポンプ購入（闘龍号積載用）

（７．２０） 

 

 ８  空気充填庫設置（８．７）  

１０ 
 朝鳥光代より１００万円寄附 

（１０．１７） 

 

１１ 
 美幌町防火管理連絡協議会３０周

年記念式典（１１．１０） 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

 １ 
 朝鳥光代氏の寄附金等で乗用車

（消防バン）購入（１．６） 

丸玉産業㈱火災2,249㎡焼失 

 ２ 
  水槽付ポンプ自動車水Ⅱ型購入

（消防団） 

 ４ 

 職員１名採用 

高杉政明氏よりミニ臼・杵寄贈

（４．２１） 

職員１名採用 

 ６ 

 第一防災㈱より自動火災報知設備

パネル模型寄贈（６．４） 

美幌町防火管理連絡協議会より煙

発生装置寄贈（６．１８） 

小型動力消防ポンプ購入（２台） 

救助資機材（ルーカス）購入 

１１ 
 消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型購入

（消防団）（１１．１２） 

 

９ 

 ３ 
 高規格救急自動車購入（札消型）

（３．４） 

 

 ６   指令車（救急予備車）購入 

１０  美幌町開基１１０年式典（１０．１２）  

１１ 
  林野火災工作車（ウニモグ）購入

（消防署） 

 １０ 

 １ 
津別消防署から消防本部へ人事

異動実施（１．１） 

 職員１名採用（救急救命士） 

 ３ 
自治体消防発足５０周年記念式典

（日本武道館）（３．７） 

  

 ４ 
  消防団本団機構改革 本部付部長廃止 

副団長２名・分団長制実施 

  8  
救急救命士業務開始（８．１）  

１０ 
 消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型購入

（消防団）（１０．１２） 

高規格救急自動車購入 

女性消防団員採用 １名 

１１ 
 八十島寛冶氏より５０万円寄附

（１１．１８） 

本岐分団詰所落成 

１１ 

 ４   救急救命士業務開始 

 ５ 
 朝鳥純一氏より１００万円寄附

（５．３１） 

 

 ６ 
 職員１採用（救急救命士） 北見分会連合消防演習実施 

阿寒木材㈱火災1,649㎡焼失 

 ８ 
 朝鳥純一氏の寄付金で広報車

購入（８．２７） 

 



年 月 消  防  本  部 美 幌 町（署・団） 津 別 町（署・団） 

平１１ 

９ 
女満別空港周辺消火救難活動

に関する協定締結（９．１） 

  

１１ 
  消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型購

入（消防団） 

１２ 

 ２ 
女満別空港緊急計画連絡協議会

発足（２．２４） 

  

 ５  防火協会創立５０周年（５．１４）  

 ６  職員２名採用（救急救命士）  

７   小型動力ポンプ購入（消防団） 

８  緊急通報システム運用開始（８．１）  

 ９ 
 婦人防火クラブ創立２０周年式典

（９．２０） 

 

１０ 

 全国共済農業協同組合連合会北海

道支部より救急車（２Ｂ型）寄贈 

（１０．１０） 

 

１１   消防バス購入 

１３ 

 １  美幌町職員普通救命講習実施  

 ３ 
組合議員構成 

美幌町４名・津別町４名 

  

４ 

 機構改革５課制（４．１） 

４分団制に改組（消防団）（４．１） 

北海道消防学校へ職員派遣（１名）

（４．１） 

美幌町への職員研修派遣（１名）

（４．１） 

元副団長竹山弘實氏よりスチール

書庫（３台）寄贈（４．２） 

元防火協会副会長高橋栄孝氏より

スチール書庫（１台）寄贈 

（４．１８） 

 

 ６ 
 オホーツク水防公開演習訓練参加 

（航空公園にて開催）（６．１６） 

オホーツク水防公開演習参加 

 ７  
北見分会連合消防演習実施（７．１）  

１２ 

 消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅱ型購入

（消防団）（１２．１０） 

岡田宏将氏より１０万円寄附 

（１２．１２） 

 

１４ 

 １ 

救急振興財団よりＣＰＲ訓練用

シュミレーター（成人・乳幼児用）

寄贈（１．１５） 

  

 ２ 
総務省消防庁よりテロ対策用

防毒マスク（６ケ）貸与 

 

 

 

 

 



年 月 消  防  本  部 美 幌 町（署・団） 津 別 町（署・団） 

平１４ 

 ３ 

 生化学防護服２着購入（３．２２） 

北海道消防学校派遣職員（１名）及

び美幌町への研修派遣職員の復帰 

（３．３１） 

 

 ４ 
 機構改革３課制施行（実施） 

（４．１） 

 

 ６ 
北海道広域消防相互応援協定

の改正締結（６．２５） 

  

 ７ 
北海道広域消防相互応援協定

の改正施行（７．１） 

 広報車購入 

 ９ 

 職員１名採用 

第１回防災リーダー研修実施  

（５９名）（９．１） 

 

１１ 網走地方道路連絡協議会設立 

（１１．９） 

  

１２   水槽付消防ポンプ自動車水Ⅱ型

購入（消防署） 

 

 

 

 

 

１５ 

 

 

 

４  火災多発非常事態宣言（４．１８）  

７ 
 北海道消防操法訓練大会出場（消防

団）ポンプ車の部準優勝（７．２４） 

北海道消防操法訓練大会出場

（消防団）ポンプ車の部 

 ８  当直隊３部制施行（実施）  

１１ 
 宮崎ユキ子氏より消防防災活動用広

報車寄附（１１．１９） 

 

１２ 

 新町サイレン塔を稲美に移設 

南町サイレン塔を南５丁目に移設 

庁舎サイレン吹鳴力増強 

（5.5kW→7.5kW）（１２．１５） 

充電式油圧救助器具購入 

１６ ４ 
 消防団組織改革 団本部設置 

（本部長・副本部長）（４．１） 

 

１７ 

４ 
 田中医院理事長よりＡＥＤ (自動体

外式除細動器)を寄贈（３．２９） 

 

７ 
 防火協会進藤会長より水難救助ボー

ト（紅屋号）を寄贈（７．１１） 

 

１８ 

４  職員2名採用（内 1 名救急救命士）  

 ６   北見分会連合消防演習実施 

１０ 

  自動体外式除細動器購入 

消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型購入

（消防団） 

１９ 

２ 
 水槽付消防ポンプ自動車Ⅱ型購入

（消防署）（１．３０） 

 

３  消防庁長官より竿頭綬受賞（３．２）  

５   救急救命士１名採用 

６  北見分会連合消防演習実施（６．１７）  

７   小型動力ポンプ購入（消防団） 

 



年 月 消  防  本  部 美 幌 町（署・団） 津 別 町（署・団） 

平１９ ８ 
  消防自動車（１０t 水槽積載用

シャーシ）購入（消防団） 

２０ 

３   消防庁長官より竿頭綬受賞 

４ 

機構改革（４．１） 

グループ制施行（実施） 

救急救命士１名採用 

グループ制施行（実施） 

（４．１） 

救急救命士１名採用 

５  救急救命士１名採用 救急救命士１名採用 

９ 

  高度救命処置医療用資機材購入 

（新規購入高規格救急車積載分） 

１０ 

 津別署より高規格救急自動車

（Ｈ１０購入）を美幌署へ移管

（１０．１） 

全国共済農業協同組合連合会より

高規格救急自動車寄贈 

消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型購入

（消防団） 

１１ 

 高規格救急自動車購入（消防署） 

（１１．６） 

 

１２   高度救命処置訓練用シュミレーター購入 

２１ 

４ 

消防団協力事業所表示制度 

運用開始（４．２） 

消防団組織改革（４．１） 

副団長２名・団本部分団長制 

機構改革  

グループ制・当直隊３部制施行

（実施） 

５  救急救命士１名採用  

１２ 
高機能消防指令システム導入

（１２．１５） 

（緊急通信指令業務の一元化及び部隊の共同運用開始）    

（１２．１５） 

２２ 

２ 

 水槽付消防ポンプ自動車Ⅱ型購入

（消防署）（２．２） 

宗教法人大和山美幌支部より広報

車寄贈（２．２０） 

 

４ 
 防火協会設立60周年記念式典 

（４．１０） 

 

５  救急救命士１名採用  

２３ 

１ 
 婦人防火クラブ創立３０周年式典

（１．３０） 

 

４ 

 

 

消防団分団再編（４．１） 

（４分団制から３分団制） 

救急救命士１名採用 

 

３月１１日発生の東日本大震災に 

よる緊急消防援助隊派遣 

（宮城県石巻市へ第１０次派遣救急隊２名）（４．１３～４．１９） 

（   〃   第１３次派遣消火隊５名）（４．２５～５．１） 

５  救急救命士２名採用 救急救命士１名採用 

６   北見分会連合消防演習実施  

７  救急救命士１名採用  

２４ 
２ 

 美幌消防１００年記念事業実行委

員会設立（２．６） 

 

３   第４分団 解散 

     

     



年 月 消  防  本  部 美 幌 町（署・団） 津 別 町（署・団） 

平２４ 

４ 

  消防団分団 ３分団制に再編 

（第３・４分団統合） 

消防団設置条例の改定 

（消防団員定数１１５名） 

７ 
 小型動力ポンプ購入（水槽車車載

用）（７．８） 

 

 



昭和 54 年 5 月 15 日～平成 3 年 3 月 31 日

平成 11 年 5 月 21 日～平成 19 年 4 月 30 日

平成 19 年 5 月 28 日～現在

昭和 50 年 1 月 31 日～平成 3 年 3 月 31 日

平成 6 年 12 月 28 日～平成 14 年 12 月 22 日

平成 14 年 12 月 25 日～平成 18 年 12 月 22 日

平成 18 年 12 月 27 日～現在

平成 19 年 4 月 1 日～現在

昭和 46 年 11 月 19 日～昭和 54 年 6 月 27 日

昭和 46 年 11 月 19 日～昭和 48 年 7 月 27 日

昭和 54 年 6 月 28 日～昭和 62 年 6 月 27 日

昭和 48 年 8 月 3 日～昭和 49 年 6 月 30 日

昭和 62 年 7 月 13 日～平成 3 年 3 月 31 日

昭和 50 年 2 月 1 日～昭和 54 年 1 月 31 日

昭和 54 年 2 月 13 日～昭和 62 年 2 月 9 日

昭和 62 年 2 月 10 日～平成 3 年 3 月 31 日

平成 3 年 4 月 1 日～平成 3 年 7 月 12 日

平成 3 年 4 月 1 日～平成 6 年 8 月 17 日

平成 3 年 9 月 26 日～平成 6 年 4 月 30 日

平成 7 年 1 月 12 日～平成 11 年 1 月 11 日

平成 6 年 5 月 11 日～平成 11 年 6 月 30 日

平成 11 年 1 月 12 日～平成 13 年 3 月 31 日

平成 11 年 7 月 1 日～平成 15 年 6 月 30 日

平成 13 年 7 月 12 日～平成 15 年 6 月 10 日

平成 15 年 7 月 1 日～平成 19 年 3 月 31 日

平成 19 年 1 月 25 日～平成 19 年 3 月 31 日

４ 代

宮　田 修

染　谷 良

現在

幾世橋 良　三 津 別 町 助 役

工　藤 一　義 津 別 町 助 役

美 幌 町 助 役

阿　部 博　康 津 別 町 助 役

美 幌 町 助 役

美 幌 町 助 役

津 別 町 助 役

毅 津 別 町 助 役

美幌・津別広域事務組合 藤　原 義一郎 美 幌 町 助 役

美 幌 町 助 役

佃 繁　男

菊　地 清　箕 津 別 町 助 役

津 別 町 助 役橋　本 幸　松

津 別 町 助 役

高　橋 武　男

鳥　本 武

美 幌 町 助 役

津 別 町 助 役

〃

助 役

初 代

氏 名 就 任 期 間 備 考

美幌・津別消防事務組合 細　川 清 美 幌 町 助 役

月 22 日 〃平成 6 年 12月 1 日～平成 3 年 4

日 津 別 町 長

小　南 甲　三 〃

49 年 12 月日～昭和 22

美幌・津別消防事務組合

土　田 耕　治 昭和 19

２ 代 大　庭 康　二 〃

年 4 月 30日～平成 11

〃

日 〃

美幌・津別広域事務組合

大　上 重　文 平成 3 年

初 代

4 月 1

大　上 重　文

山　内 正　雄 年 4 月 30日～昭和

備 考

昭和 46 54年 11 月 19 日 美 幌 町 長

２ 代

初 代

美幌・津別消防事務組合

４ 代

５ 代

２ 代

３ 代

4 代

平成１９年３月３１日　地方自治法の改正で廃止

初 代

２ 代

菊　田

氏 名

美幌・津別広域事務組合

小　南 甲　三

稔

就 任 期 間 備 考

毅

歴 代 役 職 者 名 簿

柏　木 征之進

46 年 11 月

就 任 期 間

管 理 者

氏 名

初 代

２ 代

副 管 理 者

３ 代 工　藤 一　義 〃

土　谷 耕　治 〃

染　谷 良 美 幌 町 副 町 長

津 別 町 長佐　藤 多　一

高　瀬

３ 代

藤　原 義一郎

高　瀬

３ 代

初 代 高　瀬 毅

２ 代

備 考

～ 津 別 町 副 町 長月

佐　藤 正　敏 津 別 町 助 役

1

５ 代

美 幌 町 助 役

佐　藤

氏 名

年 4

初 代

19

就 任 期 間

正　敏 平成 日

副 管 理 者 職 務 代 理 者

美幌・津別広域事務組合



昭和 47 年 9 月 1 日～昭和 51 年 8 月 31 日

昭和 51 年 9 月 19 日～昭和 55 年 9 月 18 日

昭和 55 年 9 月 19 日～昭和 59 年 9 月 18 日

昭和 59 年 9 月 19 日～昭和 61 年 10 月 31 日

昭和 61 年 12 月 18 日～平成 2 年 12 月 17 日

平成 2 年 12 月 25 日～平成 3 年 3 月 31 日

平成 10 年 12 月 25 日～平成 14 年 12 月 24 日

平成 14 年 12 月 25 日～平成 15 年 6 月 30 日

平成 15 年 7 月 1 日～平成 19 年 3 月 31 日

昭和 48 年 8 月 1 日～昭和 48 年 9 月 30 日

昭和 48 年 10 月 1 日～昭和 52 年 9 月 30 日

昭和 52 年 11 月 10 日～昭和 60 年 11 月 8 日

昭和 60 年 11 月 9 日～昭和 62 年 2 月 9 日

昭和 62 年 4 月 15 日～平成 3 年 3 月 31 日

平成 5 年 4 月 1 日～平成 6 年 3 月 31 日

平成 6 年 4 月 1 日～平成 7 年 3 月 6 日

平成 7 年 3 月 7 日～平成 11 年 3 月 6 日

平成 11 年 3 月 7 日～平成 13 年 7 月 11 日

月 31 日 〃月 日1 ～平成 22 年３　　　　代 上　杉 平成 21 年 4晃　央

〃23 年 1 月

3月 1 日 319

1 日～現在

～平成 21 年

12

４　　　　代 鈴　木 元　春 平成

２　　　　代 日月平成 20

19～平成 日年 7 9 月12 日 13 年月５ 代 長　屋 一　彦 平成

20 日

13

津 別 町 収 入 役

職 務 代 理 者

幾世橋 良　三 〃４ 代

３ 代 山　本 茂　義

津 別 町 収 入 役

年 3

14 日

職 務 代 理 者

〃

日 〃

〃

31

4 月

濱　端 幸　雄

月1 日～平成 5

月 10 日～ 62 年

3 年 4 月

美幌・津別広域事務組合

小田島 利　英 平成

初 代

〃

津 別 町 収 入 役

藤　村 肇 津別町出納室長

昭和柏　葉 博　之 昭和 62

昇

６ 代 年 2

日　下 知　一

５ 代 高　瀬 毅

～ 48

津 別 町 収 入 役

４ 代 小　椋 美津夫 〃

３ 代

２ 代 井　上 〃

年 7 月 31 日

津 別 町 収 入 役

職 務 代 理 者

昭和

氏 名 就 任 期 間 備 考

47 年 4 日月 1

美幌・津別消防事務組合

鳥　本 武 昭和

宮　田 修

西　山 　行 平成

平成１９年３月３１日　地方自治法の改正で廃止

美 幌 町 助 役 兼 掌

副 収 入 役

４ 代 染　谷 良 〃

氏 名 備 考

美幌・津別広域事務組合

月 24 日 〃平成 10 年 12月 1 日～

脊　戸 悦　夫

清 〃

〃

美幌・津別広域事務組合

脊　戸 悦　夫 平成 3 年 4

〃

４ 代 笠　川 政　義 〃

岡　崎 健　吉 〃

日 美 幌 町 収 入 役

初 代

２ 代 谷 義　秋 〃

年 8 月 31日～昭和 47年 11 月 19

氏 名 就 任 期 間

平成１９年３月３１日　地方自治法の改正で廃止

２ 代

美幌・津別消防事務組合

３ 代

５ 代

７ 代

初 代

３ 代

初 代

７ 代

備 考

収 入 役

〃

６ 代 但　野 勝 平成 13 年 9 月 ～平成 17 年 9 月 20 日 津 別 町 収 入 役

46

２ 代 長　谷 勝　裕

香　川 正　義 昭和

大　松 太　一

６ 代 矢　野

就 任 期 間

31 日

会計管理者

鳥　本 敬　視

初 代

1 ～平成日

〃年

19 20 年 8 月 美幌町会計管理者4年 月



昭和 50 年 5 月 27 日～昭和 54 年 4 月 30 日

昭和 54 年 5 月 15 日～昭和 58 年 4 月 30 日

昭和 58 年 5 月 14 日～昭和 62 年 4 月 30 日

昭和 62 年 5 月 22 日～平成 3 年 3 月 31 日

平成 3 年 5 月 22 日～平成 7 年 4 月 30 日

平成 7 年 5 月 19 日～平成 11 年 4 月 30 日

平成 11 年 5 月 21 日～平成 15 年 4 月 30 日

平成 15 年 5 月 15 日～平成 19 年 4 月 30 日

平成 19 年 5 月 28 日～平成 23 年 4 月 30 日

平成 23 年 5 月 27 日～現在

昭和 48 年 3 月 30 日～昭和 52 年 2 月 28 日

昭和 52 年 3 月 29 日～昭和 56 年 2 月 28 日

昭和 56 年 3 月 7 日～昭和 60 年 2 月 28 日

昭和 60 年 3 月 29 日～平成元 年 2 月 28 日

平成元 年 3 月 29 日～平成 3 年 3 月 31 日

平成 13 年 3 月 28 日～平成 17 年 2 月 28 日

平成 17 年 3 月 25 日～平成 21 年 2 月 28 日

平成 21 年 3 月 27 日～現在

日

津別町会計管理者

津別町会計管理者３ 代

現在

平成 24 年 9 月 31

31 日

平成 24 年 4 月 1 日～

～平成 23 年 3 月22 年 4 月 1 日２ 代 酒　井

長　良

操

英　俊

平成

６ 代 古　舘 繁　夫 〃

３ 代 小田島 利  英 〃

3 月

19 年 3 月

17 年 9 月 18 年21

〃

2

～

５ 代 鳥　本 武

２ 代 寒河江 文　男

美幌・津別広域事務組合

月年

初 代

3

７ 代 日 平成

６ 代

阿　部 博  道 平成

〃

28 日 〃

〃

哲　男 〃

4 月 平成 13 年日～3

金　田

西　山

〃

３ 代 村　上

48 年 211 月

土　田 豊　繁

４ 代 高　橋 幸　善

日

健 平成

～

美幌・津別消防事務組合

白　馬 昭和 46 年外　吉 19

氏 名 就 任 期 間

〃

月 28 日 津別町議会議員昭和

備 考

勉

藤　田 一　男 〃

議会副議長

４ 代

前　崎 久　信 〃５ 代

〃

岡　崎 健　吉 〃

３ 代 藪　下 幸　吉 〃

２ 代

月 30 日 〃平成 3 年 4

初 代

月 3 日～

小　国 清

明 〃

〃

美幌・津別広域事務組合

林 明 平成 3 年 4

〃

年 4 月

宮　下 彦三郎 〃

月 19 30日～昭和 50 日

議 会 議 長

３ 代

５ 代

初 代

２ 代

４ 代

就 任 期 間 備 考

美幌・津別消防事務組合

浅　野 喜　内 昭和 46 年 11 美幌町議会議員

平成 18 年 4 津別町会計課長31 日

津別町総務課長31 日

平成月 1 日～８ 代 山  内 彬

４ 代 乃　村 吉　春

氏 名

初 代

２ 代

染　谷 昌　美

林

副会計管理者

氏 名 就 任 期 間 備 考

美幌・津別広域事務組合

土　井 玉　記 平成 19 年 年 3 月4 月 1 31日～

〃

日 津別町会計管理者

初 代

平成 22

７ 代 松　浦 和　浩

～房　田 敏　彦 平成 24 津別町会計管理者４ 代 年 10 月 1 日



昭和 48 年 1 月 31 日～昭和 54 年 4 月 30 日

昭和 54 年 5 月 15 日～昭和 58 年 4 月 30 日

昭和 58 年 5 月 14 日～平成 3 年 3 月 31 日

平成 3 年 5 月 22 日～平成 3 年 12 月 25 日

平成 4 年 1 月 18 日～平成 5 年 2 月 28 日

平成 5 年 3 月 30 日～平成 13 年 2 月 28 日

平成 13 年 3 月 28 日～平成 15 年 3 月 19 日

平成 15 年 5 月 15 日～平成 17 年 2 月 28 日

平成 17 年 3 月 25 日～現在

昭和 58 年 11 月 19 日～平成 3 年 3 月 31 日

平成 4 年 1 月 18 日～平成 8 年 1 月 17 日

平成 8 年 1 月 18 日～平成 20 年 1 月 17 日

平成 20 年 1 月 18 日～平成 24 年 1 月 17 日

平成 24 年 1 月 18 日～現在

昭和 57 年 7 月 2 日～昭和 61 年 7 月 1 日

昭和 61 年 11 月 1 日～昭和 62 年 4 月 30 日

昭和 62 年 5 月 1 日～平成 3 年 3 月 31 日

平成 3 年 7 月 1 日～平成 7 年 4 月 30 日

平成 7 年 7 月 1 日～平成 11 年 4 月 30 日

平成 11 年 7 月 1 日～平成 15 年 4 月 30 日

平成 15 年 5 月 15 日～平成 19 年 4 月 30 日

平成 19 年 7 月 1 日～平成 23 年 6 月 30 日

平成 23 年 7 月 1 日～現在

４ 代 田　中 勗 〃

６ 代 杉　原 重　美 〃

〃

〃

監 査 委 員 (議選）

50 年 7 月

美幌・津別広域事務組合

５ 代 西　山 廣　行

〃

〃

30 日

日27

〃

〃

佃 繁　男

初 代

氏 名 就 任 期 間

初 代

２ 代 染　谷 昌　美

〃

２ 代 笠　川 政　義 美 幌 町

月12

３ 代 前　田 鴻次郎

美幌・津別消防事務組合

伊　原 隆

平成 3 年

２ 代 佃 繁　男

3

11 月58

平成 年 4 月 1 日～

昭和

初 代

日

備 考

18 日 津 別 町

就 任 期 間

月 年～昭和46 年 11 19

監 査 委 員

氏 名

(識見）

５ 代 篠　原 眞稚子

６ 代 中　右 龍　夫

下　川 敏　章 津別町議会議員

４ 代 月　居 三　雄 〃

３ 代

２ 代 坂　田 米　夫 〃

3 年 4 月3 日～平成3 年 4 月

初 代

山　本 哲　士 平成

美幌・津別広域事務組合

林 明

４ 代 山　本 哲　士

初 代

２ 代 野 正　雄 〃

年 11日～昭和

〃

日 美幌町議会議員46 年 11 月 月47

氏 名 就 任 期 間

消 防 賞 じ ゅ つ 金 等 審 査 委 員 (議員選出）

３ 代

備 考

美幌・津別消防事務組合

有　田 藤　雄 昭和 ～昭和 20 日 美幌町議会議員57 年 5 月1 日

〃

〃

３ 代 山　本 好　樹 〃

一 平成

４ 代 荻　野 一

3

初 代

美幌・津別広域事務組合

荻　野 年 4 月 1 日～平成 3 年 4 月

〃

30 日 〃

義　隆 〃

５ 代

７ 代 大　原 昇

保　志

〃

３ 代

〃及　川

肥　田

〃

４ 代 宗　像 密　琇

２ 代 坂　田 米　夫

白　馬 康　進 〃

備 考

美幌・津別消防事務組合

浅　倉 義　信 昭和 19 26

７ 代

〃



昭和 50 年 7 月 1 日～昭和 62 年 6 月 30 日

昭和 50 年 7 月 1 日～平成 3 年 3 月 31 日

昭和 62 年 7 月 1 日～平成 3 年 3 月 31 日

平成 3 年 4 月 1 日～平成 11 年 6 月 30 日

平成 3 年 4 月 1 日～平成 18 年 7 月 31 日

平成 11 年 7 月 1 日～平成 19 年 6 月 30 日

平成 18 年 8 月 1 日～平成 23 年 6 月 30 日

平成 19 年 7 月 1 日～現在

平成 23 年 7 月 1 日～現在

昭和 47 年 7 月 27 日～昭和 47 年 9 月 26 日

昭和 47 年 9 月 27 日～昭和 54 年 7 月 5 日

昭和 54 年 7 月 5 日～昭和 58 年 3 月 31 日

昭和 58 年 4 月 1 日～平成元 年 3 月 31 日

平成元 年 4 月 1 日～平成 3 年 3 月 31 日

平成 4 年 4 月 1 日～平成 8 年 3 月 31 日

平成 8 年 4 月 1 日～平成 10 年 3 月 31 日

平成 10 年 4 月 1 日～平成 13 年 3 月 31 日

平成 13 年 4 月 1 日～平成 16 年 3 月 31 日

平成 16 年 4 月 1 日～平成 17 年 3 月 31 日

平成 17 年 4 月 1 日～平成 22 年 12 月 31 日

平成 23 年 1 月 1 日～現在

昭和 47 年 7 月 27 日～昭和 47 年 9 月 26 日

昭和 47 年 9 月 27 日～昭和 48 年 3 月 31 日

昭和 48 年 4 月 1 日～昭和 52 年 3 月 31 日

昭和 52 年 4 月 1 日～昭和 54 年 7 月 4 日

昭和 54 年 7 月 5 日～昭和 58 年 3 月 31 日

昭和 58 年 4 月 1 日～平成元 年 3 月 31 日

平成元 年 4 月 1 日～平成 3 年 3 月 31 日

４ 代 進　藤 俊　美 美 幌 町

７ 代 鈴　木 元　春

消 防 長

47 年46

就 任 期 間

初 代

昭和

美幌・津別消防事務組合

２ 代

門　馬 　正　

備 考

11 月 27 日 消防長事務取扱～

備 考

美幌・津別消防事務組合

消 防 賞 じ ゅ つ 金 等 審 査 委 員

氏 名 就 任 期 間

(学識経験者2名）

橋　本 幸　松 津 別 町

美 幌 町宮　崎 義　治

義　治 美 幌 町

清　箕 津 別 町

初 代

２ 代 菊　地

初 代 菊　地

美幌・津別広域事務組合 宮　崎

清　箕 津 別 町

３ 代 工　藤 雄　司 津 別 町

２ 代 中　川 重　蔵 美 幌 町

氏 名 就 任 期 間 備 考

美幌・津別消防事務組合

西　町 猛　夫 昭和 46 年 11 月 19 27日～昭和 47 日

初 代

２ 代 細　川 清

年 7 月

３ 代 岡　崎 健　吉

４ 代 金　子 正　男

５ 代 伊豆田 龍　一

６ 代 今　井 克　俊

美幌・津別広域事務組合

今　井 克　俊 平成 ～平成3 年 4 月 31 日

初 代

4 年 3 月1 日

２ 代 岩　佐 澄　男

３ 代 井　上 米　三

氏 名

定　春

４ 代 細　川 準　一

５ 代 菅　原 武

清

西　町 猛　夫 昭和

〃

６ 代

美 幌 消 防 署 長

８ 代 糸　屋

３ 代 岡　崎 健　吉 〃

7 月19 日年

細　川

４ 代 石　川 新　一

５ 代 金　子 正　男

６ 代 伊豆田 龍　一

７ 代 三　浦 保

８ 代 戸　枝 和　幸

５ 代 大　江 清　一 津 別 町



平成 4 年 10 月 3 日～平成 12 年 3 月 31 日

平成 12 年 4 月 1 日～平成 18 年 3 月 31 日

平成 18 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日

平成 22 年 4 月 1 日～平成 22 年 12 月 31 日

平成 23 年 1 月 1 日～現在

昭和 47 年 8 月 3 日～昭和 50 年 10 月 1 日

(昭和 47 年 10 月 1 日～昭和 50 年 10 月 1 日）

昭和 50 年 10 月 2 日～昭和 54 年 5 月 9 日

昭和 54 年 5 月 10 日～昭和 59 年 10 月 10 日

昭和 59 年 10 月 11 日～昭和 63 年 3 月 31 日

昭和 63 年 4 月 1 日～平成 3 年 3 月 31 日

平成 4 年 4 月 1 日～平成 8 年 3 月 31 日

平成 8 年 4 月 1 日～平成 11 年 3 月 31 日

平成 11 年 4 月 1 日～平成 17 月 3 月 31 日

平成 12 年 4 月 1 日～平成 17 月 3 月 31 日

平成 17 年 4 月 1 日～平成 21 月 3 月 31 日

(平成 17 年 4 月 1 日 ～平成 21 月 3 月 31 日

平成 21 年 4 月 1 日～平成 23 月 3 月 31 日

(平成 21 年 4 月 1 日 ～平成 23 月 3 月 31 日

昭和 23 年 3 月 22 日～昭和 32 年 8 月 23 日

昭和 32 年 8 月 23 日～昭和 35 年 5 月 28 日

昭和 35 年 5 月 29 日～昭和 46 年 11 月 18 日

昭和 53 年 7 月 22 日～昭和 61 年 7 月 20 日

昭和 61 年 7 月 21 日～平成 3 年 3 月 31 日

平成 7 年 2 月 6 日～平成 9 年 4 月 10 日

平成 9 年 4 月 11 日～現在

日

幸　男

現在

（ 本 部 次 長 ）

平成 23 年 4 月 1 ～

５ 代 糸　屋 定　春

６ 代 中　山 孝　一

６ 代 篠　永

５ 代 佐久間

本 部 次 長

予 防 担 当

４ 代 贄　田 達　雄

４ 代

（本部総務次長）

功　二

忠　雄

基　一

谷　川

美幌・津別広域事務組合

長　谷 勝　裕 平成 ～平成4 月 2 日

初 代

4 年 10 月1 日3 年

２ 代 門　馬 正

３ 代 吉　田 稔

月 19

津 別 消 防 署 長

氏 名 就 任 期 間

昭和 47

初 代

日

備 考

美幌・津別消防事務組合

橋　本 幸　松 昭和 日 事 務 取 扱年 8 月 2～

( 〃 )

３ 代 高　瀬 毅 ( 〃 )

２ 代

46 年 11

菊　地 清　箕

４ 代 寒河江

( 〃 )

５ 代 石　上 吉　司 ( 〃 )

６ 代 濱　端 幸　雄

文　男

（ 本 部 次 長 ）

美幌・津別広域事務組合

工　藤 一　義 平成 3 年 4 月 1 31日～平成 4 日 ( 〃 )

初 代

２ 代 三　浦 健　一 ( 〃 )

年 3 月

３ 代 大　江 清　一 ( 〃 )

７ 代 大　野

（ 本 部 次 長 ）

美 幌 消 防 団 長

氏 名 就 任 期 間 備 考

美 幌 町 消 防 団

谷　本 茂　夫 昭和 22 年 5 月 1 22日～昭和 23 日

初 代

２ 代 佐　伯 喜代志

年 3 月

３ 代 芦　名 正　七

４ 代 八十島 傳　二

美幌・津別消防事務組合

八十島 傳　二 昭和 ～昭和46 年 11 月 22 日

初 代

53 年 7 月19 日

２ 代 岡　本 人男三

３ 代 本　田 政　夫

美幌・津別広域事務組合

本　田 政　夫 平成 ～平成3 年 4 月 27 日

初 代

7 年 1 月1 日

２ 代 澤　谷 彦　蔵

３ 代 武　山 正　明

( 本 部 次 長 )



昭和 45 年 2 月 1 日～昭和 46 年 11 月 18 日

昭和 51 年 11 月 20 日～昭和 59 年 11 月 19 日

昭和 59 年 11 月 20 日～昭和 63 年 11 月 19 日

昭和 63 年 11 月 20 日～平成 3 年 3 月 31 日

平成 12 年 11 月 20 日～平成 20 年 11 月 19 日

平成 20 年 11 月 20 日～現在３ 代 北　所 寿志雄

津 別 消 防 団 長

氏 名 就 任 期 間 備 考

津 別 町 消 防 団

橋　本 庸　吉 昭和 22 年 8 月 15 31日～昭和 45 日

初 代

２ 代 白　馬 外　吉

年 1 月

美幌・津別消防事務組合

白　馬 外　吉 昭和 ～昭和46 年 11 月 10 日

初 代

51 年 11 月19 日

２ 代 北　所 哲

３ 代 大　東 剛

美幌・津別広域事務組合

北　本 利　夫 平成 ～平成4 月 19 日

４ 代 北　本 利　夫

初 代

12 年 11 月1 日3 年

２ 代 新　山 準　一



元 美 幌 消 防 団 団 長芦　名 正　七 昭和 51 年 2

勲 七 等 瑞 宝 章29 日小　南 作　治

氏 名

元 津 別 消 防 団昭和 42 年 4 月

分 団 長

団 長

団 員元 津 別 消 防 団

団 員

元 美 幌 消 防 署

元 津 別 消 防 団

津 別 消 防 団 団 長

部 長

元 美 幌 消 防 署

元美幌・津別広域

分 団 長

美 幌 消 防 団

署 長

団 長

消 防 長

事 務 組 合

次 長

団 長

月 3 消 防 長

署 長

次 長

日 瑞 宝 双 光 章

元美幌・津別消防

事 務 組 合

日

伊豆田 龍　一 平成 15 年 11

消 防 本 部

氏 名 受 章 年 月 日

水　上 常　雄 昭和 51 年 11 勲 七 等 瑞 宝 章日

橋　本 庸　吉 昭和 48

月 3

3

29

白　馬 外　吉

中　川 勝次郎 昭和 47 年 4

昭和 42 年

日月

年 4 月

昭和 51

勲 五 等 瑞 宝 章 元 美 幌 消 防 団本　田 政　夫 平成

11 月 3 日助　政松　野

7 年 1 月 27

津 別 消 防 団

澤　谷 彦　蔵 12

勲六等單光旭日章 元 美 幌 消 防 団

勲 六 等 瑞 宝 章 元 美 幌 消 防 団29 日

岡　本 人男三 昭和 61 年 7

昭和 60 年

八十島 傳　二 昭和 52

鍋　谷 功　一 平成 12 年 11

新　一 昭和

浅　倉 力 平成元

2

日

日

日

20 日

月 5 日

4

29

月

月

日

月

月

年 11

勲 五 等 瑞 宝 章

元 津 別 消 防 団29月

団 長元 津 別 消 防 団日

勲 五 等 瑞 宝 章

分 団 長

勲 章 の 種 類 備 考

勲 七 等 瑞 宝 章

勲 六 等 瑞 宝 章

受 章 年 月 日

年

日

年

日

日

4 月 29

年 11 勲六等單光旭日章

勲 五 等 瑞 宝 章

勲六等單光旭日章

勲六等單光旭日章

月

月 3 日

3

勲 六 等 瑞 宝 章

元 美 幌 消 防 署

門　馬 正 平成 22 年 11 月 3

受 章 年 月 日

瑞 宝 双 光 章

叙 勲 者 名 簿

59 年 4 月

勲 章 の 種 類

勲 六 等 瑞 宝 章

勲 章 の 種 類 備 考

氏 名

美 幌 消 防 署

元 美 幌 消 防 署

備 考

石　川

大　寺 一　雄 昭和 55 年 11 月 3 日 勲 六 等 瑞 宝 章 元 津 別 消 防 団

年

勲六等單光旭日章 元 美 幌 消 防 団 団 長

氏 名 受 章 年 月 日 勲 章 の 種 類 備 考

311

美 幌 消 防 団

三　浦 保 平成 13

10平成

大　石 一　男



元 津 別 消 防 団 副 団 長年 11 月 3清　水 勇 平成 14 日 勲六等單光旭日章

分 団 長

分 団 長

副 分 団 長

分 団 長

分 団 長

団 長

日山　下 貞　雄 平成 8 勲 六 等 瑞 宝 章 元 津 別 消 防 団 分 団 長年 11 月 3

伊　原 隆 昭和 58 年 4 月 29 日 勲六等單光旭日章 元 津 別 消 防 団

土　田 豊　繁 昭和 62 年 4 月 29 日 勲六等單光旭日章 元 津 別 消 防 団

北　所 哲 昭和 63 年 4 月 29 日 勲 五 等 瑞 宝 章 元 津 別 消 防 団

小　林 輝　雄 平成 3 年 4 月 29 日 勲六等單光旭日章 元 津 別 消 防 団

五　味 治　作 平成 5 年 11 3 日

年 4 月 29

勲 六 等 瑞 宝 章

勲 六 等 瑞 宝 章 元 津 別 消 防 団

元 津 別 消 防 団

大矢根 始 平成 7

月

日

柏　木 登 平成 15 年 11 月 3 日 瑞 宝 單 光 章 元 津 別 消 防 団 副 分 団 長



・

・

・

・

・

・

・

・

( 津別町会計管理 者）

〇管理者・副管理者・副管理者職務代理者・会計管理者・副会計管理者

委 員

〃 大　原 昇 〃

副 管 理 者

職 務 代 理 者

佐　藤 多　一

〇監査委員

〃 白　馬 康　進 〃

〃 藤　原 英　男 〃

（平成２４年１２月３１日現在）

副 議 長 乃　村

(美幌町副町長）良

管 理 者 土　谷 耕　治 ( 美 幌 町 長 ）

( 津 別 町 長 ）

( 津 別 町 副 町 長 ）正　敏

副 管 理 者

染　谷

佐　藤

議 員 山　内 彬

〇議会議員

議 長

( 美幌町会計管理 者）鈴　木

副 管 理 者

元　春会 計 管 理 者

〃 大　江 道　男

松　浦 和　浩

副会計管理者 房　田 敏　彦

〃

(美幌町議会議員）

(津別町議会議員）

(津別町議会議員）

吉　春 〃

委 員

委 員

総務常任委員会

( 〃 ）

〃

委 員 ( 〃 ）

( 〃 ）

委 員 長

委 員

委 員

(津別町議会議員）

〃

(　　〃　　：津別町）

白　馬 康　進 (議　選：津別町議会議員）

西　山 (識　見：美幌町）廣　行

美 幌 ・ 津 別 広 域 事 務 組 合 役 職 者 一 覧 表

大　原 昇 (組合議会議員選出：美幌町議会議員）

〇消防賞じゅつ金等審査委員

進　藤 俊　美 (学識経験者：美幌町）

大　江 清　一

(美幌町議会議員）岡　本 美代子 〃 副 委 員 長




